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※記入する際、枠の大きさの変更及び頁追加のうえ作成することも可能とします。

事業名：令和4年度地域内フィーダー系統平成２７年 ７月２７日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果

基礎データ

合併状況： なし 人 口： 25,441人（令和4年9月末時点）
面 積： 214.67平方キロメートル 高齢化率：36.2％（令和3年10月1日時点）
協議会開催数：協議会3回（令和3年10月～令和4年9月）

【実施状況等】
令和3年10月から路線及び時刻、運賃を改正した。バスとバスが停車状態で乗換を行うことができる
「らくらく乗換」を導入し、路線効率化（団子運転の解消）を図り、利用可能な地域を拡大した。
さらに、運転免許証返納者への市営バス特別乗車券（1年間無料券）の交付、山交バス・フラワー長井
線の時刻も記載した「長井市バスブック」の全戸配布等により利用促進を図った。
達成状況としては、新型コロナウィルス感染症による外出自粛等も影響したが、各系統の合計値では
目標を上回る数値となった。
しかし、継続的な広報活動により、新規利用者の増加を目指し、交通手段を確保していくこととしたい。

【目標（合計）】 年間乗車数 21,941 人 路線の収支率 6.0％ 負担額 23,503千円
【実績（合計）】 年間乗車数 22,212 人 路線の収支率 6.8％ 負担額 26,496千円 評価 A
※ 各系統の目標及び実績値については、資料2/9を参照ください。

※評価の判定基準
・A⇒目標達成100%以上
・B⇒目標達成80%以上100%未満
・C⇒目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

【達成状況（結果）】
令和2年度フィーダー期間 年間乗車人数 23018人 （7系統／達成率104 ％ ） A 

【評価】
・ 全体的には目標を達成しているものの、系統個別にみると利用者増が伸び悩む系統もある。また、全系統は
「置賜総合病院」に直通しているが、途中のまちなか中心部及び山形鉄道駅で時間帯によっては「団子運転」が発
生する非効率な運行実態があり、市民から改善の声が出ている。利便性が高く、効率的な運行を確保するため、
路線の再編を検討し、市役所庁舎移転が予定される令和３年度中の新系統での運行を目指す。
・ 継続的な広報活動に取組み、認知度を高めることで、利用者の利用頻度向上及び新規利用者の増加を目指す。

本市における幹線的な交通機関として、山形鉄道フラワー長井線（荒砥～赤湯）、山交バス（山形
市役所（六角・荒砥）長井）が運行しているが、交通空白地帯（主に郊外の5地区）の解消には至って

いない。これを解消し、交通弱者の通学、通院及び買い物等の外出を支援するため、結節する既存
フィーダー系統として、定時定路線運行の市営バス「8系統」を設定している。

上記路線を維持することにより、交通空白地帯（主に郊外の5地区）の高齢者等の日常生活に必

要不可欠な移動手段が確保される。また、幹線・支線のネットワークが連携することで、効率的な運
行体系が実現できる。さらには、外出促進・地域活性化にもつながる。

・ 長井市地域公共交通会議等おける、市内交通ネットワークの課題に関する定期的な協議・検証を行う（長井市）
・ GTFS-JP（GTFS-RT）の作成・提供（長井市）
・ GTFS-JPを反映した乗換検索サイトの市ホームページで紹介（長井市）
・ 鉄道や路線バスを含めた「長井市バスブック」を作成、市内全戸配布（長井市）
・ 市内の高等学校を中心にモビリティマネジメントを行う（長井市）
・ 運転免許証自主返納者に対する支援を行う（長井市）

【地域内フィーダー系統】
・ 運行事業者 ：長井市
・ 系 統 数 ： 8系統（勧進代（白兎）・置賜総合病院線 他7系統）

※令和3年10月1日 ～令和4年9月30日
・ 乗車定員等 ： 下記のとおり

(1) 勧進代（白兎）・置賜総合病院線
(2) 勧進代（白兎）・置賜総合病院線（短縮）

乗車定員 29名
※車両減価償却費国庫補助金対象車両

(5) 九野本・中央・平山線
(6) 九野本・中央・平山線（短縮）

乗車定員 14名

(3) 白兎（里巻）・中央・平線
(4) 白兎（里巻）・中央・平線（短縮）

乗車定員 14名
※車両減価償却費国庫補助金対象車両

(7) 伊佐沢・中央線
(8) 伊佐沢・中央線（短縮）

乗車定員 14名

【目標】
年間乗車数 21,941 人 路線の収支率 6.0％ 負担額 23,503千円
【効果】
幹線に結節する既存のフィーダー系統である、長井市営バスの路線を維持することにより、交通空白地

帯（主に郊外の5地区）の高齢者等の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保される。また、幹線・支線
のネットワークが連携することで、効率的な運行体系が実現できる。さらには、外出促進・地域活性化にも
つながる。

・ 路線効率化を図った新路線での１年間であったが、燃料費の高騰により路線維持に係る負担額は増加した
ものの、年間乗車数及び路線の収支率は目標を達成することができた。
・ 更なる利便性の高いネットワークを構築し、分散した地域のニーズに応えるため、現行の「らくらく乗換」を
ベースとした路線の延伸、時刻改正を実施する。また、系統の細分化（運行車両の増車）を検討する。
・ 継続的な広報活動（地区及び学校等へのモビリティマネジメント、長井市バスブックの全戸配布など）に取組
み、認知度を高めることで、利用者の利用頻度向上及び新規利用者の増加を目指す。
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目標と実績の詳細

系統番号 系統名 年間乗車数 路線の収支率 負担額 評価

目標値 8,765人 6.0％ 5,683千円

実績値 9,504人 12.4％ 6,083千円

比較 +739人 +6.4％ 400千円

目標値 422人 6.0％ 273千円

実績値 412人 12.4％ 292千円

比較 ▲10人 +6.4％ 19千円

目標値 4,727人 6.0％ 5,435千円

実績値 4,673人 4.7％ 6,243千円

比較 ▲54人 ▲1.3％ 808千円

目標値 348人 6.0％ 401千円

実績値 181人 4.7％ 460千円

比較 ▲167人 ▲1.3％ 59千円

目標値 2,998人 6.0％ 5,680千円

実績値 2,522人 4.4％ 6,546千円

比較 ▲476人 ▲1.6％ 866千円

目標値 211人 6.0％ 401千円

実績値 261人 4.4％ 461千円

比較 +50人 ▲1.6％ 60千円

目標値 4,379人 6.0％ 5,515千円

実績値 4,619人 5.6％ 6,281千円

比較 +240人 ▲0.4％ 766千円

目標値 91人 6.0％ 115千円

実績値 40人 5.6％ 130千円

比較 ▲51人 ▲0.4％ 15千円

目標値 21,941人 6.0％ 23,503千円

実績値 22,212人 6.8％ 26,496千円

比較 +271人 +0.8％ 2,993千円
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伊佐沢・中央線
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8 伊佐沢・中央線（短縮）

合計

勧進代（白兎）・置賜総合病院線1

2 勧進代（白兎）・置賜総合病院線（短縮）

3 白兎（里巻）・中央・平線

4 白兎（里巻）・中央・平線（短縮）

5 九野本・中央・平山線

6 九野本・中央・平山線（短縮）

7
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長井市営バス路線図※豊田バス以外＝補助対象路線
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長井市営バス時刻表（1便・2便）※豊田バス以外＝補助対象路線
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長井市営バス時刻表（3便・4便）※豊田バス以外＝補助対象路線
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長井市営バス時刻表（5便・6便）※豊田バス以外＝補助対象路線
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長井市営バス時刻表（7便・8便）※豊田バス以外＝補助対象路線
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長井市営バス運賃表 1/2※豊田バス以外＝補助対象路線
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長井市営バス運賃表 2/2※豊田バス以外＝補助対象路線


